
特集：「平成24年度の決算をお知らせします」
（9月22日：交通安全＆子育てフェスティバル）
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平成２４年度の 決　算 をお知らせします
　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
は
10
億
２
、１
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
、単
年
度
収
支
で
は
、平
成
19
年
度
か
ら
6
年
連
続
で
、

実
質
収
支
で
は
、平
成
22
年
度
か
ら
3
年
連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
収
入
に
お
い
て
、固
定
資
産
税
が
減
少
す
る
な
か
で
、市
税
収
納
率
の
向
上
に
努
め
、ま
た
、「
大
和
高

田
市
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｈ
22
～
Ｈ
24
）」に
お
け
る
人
件
費
、公
債
費
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
の
行
財
政
改

革
の
実
行
に
よ
り
、収
支
を
３
年
連
続
で
黒
字
化
が
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
以
降
も
、厳
し
い
財
政
状
況
は
つ
づ
き
ま
す
が
、強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立
と
と
も
に
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

め
ざ
し
、健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

◎
実
質
収
支
が
、３
年
連
続
の
黒
字
決
算

一
般
会
計
決
算

歳
入

一
般
会
計
決
算

歳
入

一般会計決算額の推移

60

65

70

75

80

90

95

100
（億円）

平成
15年

平成
16年

平成
17年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

70.1
69.3 69.3

97.0

68.9

97.4

73.673.6

97.0

72.2

97.2

69.1

96.6

97.697.4

68.5 68.1

97.6

64.5

96.2
95.8

市税 市税収納率（現年度分）

市　税

地方交付税

国庫・県支出金

市債

人件費

扶助費

公債費

物件費

　　普通
建設事業費

補助費等

繰出金

671人
647人 614人

598人
566人 547人

513人 492人
454人 445人 448人

57.8
55.6

51.1
49.3

46.6
44.6

42.5
40.5

38.2 37.1

歳入
243億7,238万0千円

歳出
233億2,002万6千円

市　税

人件費

扶助費

公債費

物件費

　　普通
建設事業費

地方交付税

分担金及び負担金 地方譲与税等使用料及び手数料

維持補修費

補助費等

繰出金

積立金

国庫・県支出金

財産収入

繰越金
繰入金 諸収入等

市債

1,000

500

0

（億円） 人件費 職員数

平成
15年

平成
16年

平成
17年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

671人
647人 614人

598人
566人 547人

513人 492人
454人 445人 448人

57.8
55.6

51.1
49.3

46.6
44.6

42.5
40.5

38.2 37.1

（人）

60

55

50

45

40

35

30

25

20

15

10

市　税

地方交付税

国庫・県支出金

市債

人件費

扶助費

公債費

物件費

　　普通
建設事業費

補助費等

繰出金

671人
647人 614人

598人
566人 547人

513人 492人
454人 445人 448人

57.8
55.6

51.1
49.3

46.6
44.6

42.5
40.5

38.2 37.1

歳入
243億7,238万0千円

歳出
233億2,002万6千円

市　税

人件費

扶助費

公債費

物件費

　　普通
建設事業費

地方交付税

分担金及び負担金 地方譲与税等使用料及び手数料

維持補修費

補助費等

繰出金

積立金

国庫・県支出金

財産収入

繰越金
繰入金 諸収入等

市債

1,000

500

0

（億円） 人件費 職員数

平成
15年

平成
16年

平成
17年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

671人
647人 614人

598人
566人 547人

513人 492人
454人 445人 448人

57.8
55.6

51.1
49.3

46.6
44.6

42.5
40.5

38.2 37.1

（人）

60

55

50

45

40

35

30

25

20

15

10

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、前
年
度
の
決
算
額
と
比

較
し
て
約
16
億
５
、３
０
０
万
円
の
減
収
と
な

り
ま
し
た
。

　

主
な
項
目
で
は
、市
税【
表
１
】に
お
い

て
、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
３
年

ご
と
の
評
価
替
え
の
影
響
を
受
け
、
約

２
億
２
、１
０
０
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た

が
、市
税
収
納
率
の
向
上
に
努
め
、市
税
全

体
で
は
、約
１
億
７
、５
０
０
万
円
の
減
収
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
・
県
支
出
金
で
は
、教
育
施
設
の

耐
震
補
強
工
事
の
計
画
的
な
実
施
な
ど
、歳

出
の
減
少
に
伴
い
、約
６
億
７
、５
０
０
万
円

の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、地
方
交
付
税
は
、普
通
交
付
税
に
お

い
て
約
１
億
３
、２
０
０
万
円
、特
別
交
付
税

に
お
い
て
約
２
、０
０
０
万
円
、あ
わ
せ
て
約

１
億
５
、２
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し

た
。

前
年
度
比　

６
・
４
％
減

２
４
３
億
７
、２
３
８
万
０
千
円

年　　度 実質収支 単年度収支
平成12年度 ９，５６４万７千円 ▲1億3,157万4千円
平成13年度 ▲3,603万0千円 ▲1億3,167万7千円
平成14年度 ▲8,805万5千円 ▲5,202万5千円
平成15年度 ▲3億8,083万7千円 ▲2億9,278万2千円
平成16年度 ▲9億2,264万2千円 ▲5億4,180万5千円
平成17年度 ▲9億4,541万6千円 ▲2,277万4千円
平成18年度 ▲9億6,066万1千円 ▲1,524万5千円
平成19年度 ▲8億6,410万6千円 9,655万5千円
平成20年度 ▲7億6,435万8千円 9,974万8千円
平成21年度 ▲5億5,055万0千円 2億1,380万8千円
平成22年度 1億9,816万7千円 7億4,871万7千円
平成23年度 8億678万8千円 6億862万1千円
平成24年度 10億2,115万2千円 2億1,436万4千円

注1　市税は、前年度より1億7,500万円の減
注2　地方交付税は、前年度より1億5,200万円の増	
注3　教育施設耐震補強事業など歳出の減少により6億7,500万円の減

歳入 決算額 前年度対比 構成比

市税注1 66億3,667万2千円 ▲2.6％ 27.2％
地方譲与税等 7億8,942万1千円 ▲8.5％ 3.2％
地方交付税注2 71億1,824万1千円 2.2％ 29.2％
分担金及び負担金 2億5,613万8千円 ▲7.7％ 1.1％
使用料及び手数料 6億6,212万4千円 ▲0.7％ 2.7％
国庫･県支出金注3 54億6,891万6千円 ▲11.7％ 22.4％
財産収入 3,706万3千円 ▲38.8％ 0.2％
繰越金 8億1,902万6千円 170.6％ 3.4％
繰入金 150万0千円 ▲99.8％ 0.0％
諸収入等 3億0,327万9千円 ▲7.9％ 1.2％
市債　　　 22億8,000万0千円 ▲20.9％ 9.4％

合　　計 243億7,238万0千円 ▲6.4% 100.0%
【表1】

市税と市税収納率（現年度分）の推移

※平成19年度市税収入は、税源移譲により、
　所得譲与税4億8,500万円が市税へ振替

〈市税の内訳〉
　市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・都市計画税

1
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平成２４年度の 決　算 をお知らせします
一
般
会
計
決
算

歳
出

一
般
会
計
決
算

歳
出

区分 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24
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退職手当基金 0.0 0.0 100.0
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大和高田応援基金 3.1 3.6 14.8
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合計 1,279.6 758.0 1,270.9
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注1

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、前
年
度
決
算
額
と
比

較
し
て
、約
18
億
８
、７
０
０
万
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

主
な
項
目
で
は
、人
件
費
に
お
い
て
、給
料

の
1.5
％
削
減
の
効
果
や
適
正
な
職
員
採
用

計
画
に
よ
り
、退
職
手
当
を
除
く
職
員
の
実

質
の
人
件
費
で
、約
８
、４
０
０
万
円
の
減
少

と
な
り
、ま
た
、公
債
費
に
お
い
て
は
、元
利
償

還
金
の
実
質
額
で
、約
１
億
８
、０
０
０
万
円

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
都
市
再
生
整
備
事
業
」を
は
じ

め
、安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、保

育
所（
２
か
所
）、小
学
校（
体
育
館
５
棟
）の

耐
震
補
強
事
業
、交
通
環
境
の
整
備
と
し
て

「
本
郷
大
中
線
街
路
事
業
」な
ど
緊
急
か
つ

重
要
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
債
残
高
に
つ
き
ま
し
て
は
、普
通
建

設
事
業
の
縮
減
に
伴
い
、地
方
債
の
発
行

を
抑
制
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、年
々
減
少
し

て
お
り
、平
成
24
年
度
末【
表
2
】で
、約

２
２
９
億
３
、８
０
０
万
円
と
な
り
、前
年

度
と
の
比
較
で
は
、約
９
０
０
万
円
の
減
少
、

平
成
15
年
度
末
と
の
比
較
で
は
約
86
億
９
、 

４
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、普
通
交
付
税
の
代
替
措
置
で

あ
る「
臨
時
財
政
対
策
債
」を
除
く
地
方

債
残
高
は
、約
１
３
７
億
５
、７
０
０
万
円
と

な
り
、平
成
15
年
度
末
と
の
比
較
で
は
、約

１
５
３
億
７
、９
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

◎
人
件
費
と

　
職
員
数
の
推
移

　

職
員
人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、数
次
に

わ
た
る
行
財
政
改
革
や
、平
成
22
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る「
大
和
高
田
市
財
政
健
全

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
よ
り
、管
理
職
早
期
退
職

者
制
度
に
よ
る
職
員
数
の
削
減
を
は
じ
め
、

地
域
手
当
や
管
理
職
手
当
の
削
減
、特
殊
勤

務
手
当
の
見
直
し
等
を
実
施
し
、総
人
件
費

の
抑
制
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、平
成
15
年
度

と
平
成
24
年
度
を
比
較
す
る
と
、人
件
費
で

は
20
億
７
、０
０
０
万
円（
約
35・８
％
）を
削

減
し
ま
し
た
。（
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年

度
ま
で
は
３
％
、平
成
24
年
度
は
1.5
％
の
職
員

給
料
の
カ
ッ
ト
も
併
せ
て
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、職
員
数
で
も
平
成
25
年
4
月
ま
で

の
10
年
間
で
２
２
３
人
減
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
般
会
計
当
初
予
算
で
の
職
員
数
）【
表
４
】

２
３
３
億
２
、０
０
２
万
６
千
円

前
年
度
比　

７
・
５
％
減

※臨時財政対策債とは、本来普通交付税として交付される金額を、国で地方債に振替られた
ものであり、その元利償還金は交付税に算入される。

注１　近鉄高田駅北側駐車場用地を土地開発公社から買い戻
す財源として、土地開発基金 7億 2,000 万円を充当

【表２】　地方債現在高の状況 （単位：億円）

【表３】　基金残高の推移 （単位：百万円）

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

一般会計 291.4 266.2 239.9 218.8 198.5 180.6 169.6 155.0 145.1 137.6

臨時財政
対 策 債 24.9 35.6 43.6 50.0 55.2 59.3 66.1 77.0 84.4 91.8

合 計 316.3 301.8 283.5 268.8 253.7 239.9 235.7 232.0 229.5 229.4

注1　人件費は職員退職手当を除くと前年度より約1億400万円の減
注2　扶助費は前年度より約6,400万円の増
注3　市債の元利償還金である公債費は実質額で約1億8,000万円の減
注4　教育施設耐震補強事業などで約11億7,500万円の減

歳出 決算額 前年度対比 構成比 
人件費注1 43億2,083万0千円 ▲5.8% 18.5%
扶助費注2 56億7,044万4千円 1.1% 24.3%
公債費注3 26億5,925万5千円 ▲24.8% 11.4%
普通建設事業費注4 17億0,251万2千円 ▲40.8% 7.3%
物件費 28億0,859万4千円 ▲0.5% 12.0%
維持補修費　　　　 8,216万0千円 ▲9.3% 0.4%
補助費等　　 27億7,237万9千円 0.2% 11.9%
繰出金 27億8,941万9千円 2.7% 12.0%
積立金【表３】 5億1,443万3千円 154.2% 2.2%

合　　計 233億2,002万6千円 ▲7.5% 100.0%

【表４】　人件費と職員数（退職手当を除く）
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特
別
会
計
決
算

会計名 収入済額 支出済額 差引 繰越財源 実質収支

国民健康保険事業 84億8,467万6千円 80億8,434万5千円 4億0,033万1千円 0 4億0,033万1千円

国民健康保険天満診療所 1億5,271万3千円 1億2,318万0千円 2,953万3千円 0 2,953万3千円

住宅新築資金等貸付金 6,970万5千円 3億2,144万9千円 ▲2億5,174万4千円 0 ▲2億5,174万4千円

下水道事業 21億5,583万0千円 21億5,489万0千円 94万0千円 94万0千円 0

駐車場事業 2,022万4千円 2億9,736万0千円 ▲2億7,713万6千円 0 ▲2億7,713万6千円

介護保険事業 48億1,528万3千円 46億6,942万7千円 1億4,585万6千円 0 1億4,585万6千円

後期高齢者医療保険事業 6億1,566万7千円 6億1,452万7千円 114万0千円 0 114万0千円

合 　　　 計 163億1,409万8千円 162億6,517万8千円 4,892万0千円 94万0千円 4,798万0千円

　

水
道
事
業
の
平
成
24
年
度
の
収
益
的
収
支
は
、５
、６
６
２
万
４
千

円
の
純
利
益
が
生
じ
、前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
48
万
1
千
円
と

合
わ
せ
た
、当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
、５
、７
１
０
万
５
千
円

と
な
り
、そ
の
う
ち
５
、７
０
０
万
円
を
後
年
度
負
担
に
備
え
る
た
め

建
設
改
良
積
立
金
へ
利
益
処
分
を
し
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
入
で
は
、水
道
料
金
収
入
が
総
配
水
量
の
減
少
に
伴
い

前
年
度
よ
り
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、費
用
面
に
お
い
て
も
、受
水
費

や
支
払
利
息
等
が
減
少
し
た
た
め
、黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
該
年
度
で
は
、給
配
水
管
工
事
41
か
所
約
2
億
２
、９
０
５
万

円
や
、天
満
配
水
場
の
ポ
ン
プ
設
備
更
新
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、前
年
度
に
水
道
事
業
の
現
状
と
将
来
の
見
通
し
や
、取
り

組
む
べ
き
施
策
を
体
系
化
す
る
た
め
、「
大
和
高
田
市
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」を
策
定
し
て
基
本
政
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。こ
の
基
本
政
策
を

踏
ま
え
て
、今
年
度
に
中
長
期
的
な
展
望
を
思
考
し
、実
現
可
能
で

具
体
的
な「
水
道
事
業
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
財
政
基
盤
の
安
定
化
と
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
る

と
と
も
に
、災
害
時
に
備
え
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
の
諸

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

病
院
事
業
の
平
成
24
年
度
収
益
的
収
支
は
、2
億
５
、４
４
４ 

万
円
の
純
利
益
を
計
上
し
、平
成
21
年
度
か
ら
４
年
連
続
で
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。前
年
度
決
算
に
お
い
て
、不
良
債
務
や
累
積

赤
字
を
解
消
で
き
た
た
め
、平
成
24
年
度
決
算
で
は
、利
益
剰
余

金
の
う
ち
、2
億
５
、２
０
０
万
円
を
後
年
度
の
負
担
軽
減
の
た
め

建
設
改
良
積
立
金
な
ど
へ
利
益
処
分
を
し
ま
し
た
。

　

収
入
面
で
は
、診
療
報
酬
の
改
定
に
加
え
て
、従
来
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
、施
設
基
準
の
取
得
や
加
算
の
確
保
に
努
め
た
結
果
、病

院
事
業
収
益
全
体
で
、前
年
度
よ
り
約
８
、３
８
６
万
円
の
増
収

と
な
り
ま
し
た
。支
出
面
で
は
、病
院
事
業
費
用
全
体
で
は
、約
２
、

０
０
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
が
、診
療
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

は
、見
直
し
や
削
減
な
ど
、経
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、病
院
経
営
の
効
率
化
を
め
ざ
し
て
、平
成
21
年
度
か
ら

「
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」を
実
行
し
、安
定
し
た
経
営
の
下
で
順

調
に
経
営
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。な
お
、今
年
度
に
は
、が
ん
治
療

の
拠
点
病
院
を
め
ざ
し
、放
射
線
治
療
棟
の
建
設
準
備
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

企
業
会
計
決
算
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
抜
き
）

水道事業収益内訳　18億1,549万０千円

水道事業費用内訳　17億5,886万６千円

病院事業収益内訳　70億8,227万0千円

病院事業費用内訳　68億2,782万9千円

水　道　事　業

病　院　事　業

水道料金収入
17億4,373万3千円

その他営業収益
6,613万4千円

営業外収益
554万3千円

特別収益
8万0千円

配水費
10億8,800万2千円

給水費
1億2,086万0千円

総係費
2億3,445万0千円

減価償却費
2億3,197万2千円

営業外費用
6,000万8千円

その他
2,357万4千円

入院収益
41億9,979万8千円

外来収益
21億781万5千円

その他医業収益
3億8,974万9千円

医業外収益
2億9,978万2千円

その他
8,512万6千円

給与費
35億5,288万6千円

材料費
12億1,233万4千円

経費
10億6,6960万2千円

医業外費用
5億4,630万3千円

減価償却費
3億329万9千円

その他
1億4,340万5千円
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大和高田市は全て基準値以内となっています
　「地方公共団体の健全化に関する法律」に基づき、財政破綻を未然に防ぐため、自治体の財政健全度を示す指標について下
記のとおりお知らせします

健全化判断比率等の状況

指標 Ｈ24年度 Ｈ23年度 Ｈ22年度 H24－23
増減　※1

早期健全化団体
基準値　※2

財政再生団体
基準値　※3 指標の内容

実質赤字比率 ▲5.38 ▲3.85 0.33 ▲1.53 12.84 20.00 一般会計等の、１年間の会計に
占める赤字の割合

連結実質赤字比率 ▲21.67 ▲13.20 ▲3.39 ▲8.47 17.84 30.00 市のすべての会計を合算した、１
年間の会計に占める赤字の割合

実質公債費比率 13.2 14.7 16.3 ▲1.5 25.0 35.0 １年間の収入に占める借入金
（地方債）の返済にかかる割合

将来負担比率 100.9 112.9 122.0 ▲12.0 350.0 － 借入金（地方債）や今後の負担
の見込み等の残高を表わす割合

資金不足比率
（病院事業会計） ▲14.2 ▲2.8 6.3 ▲11.4 20.0 －

水道・病院・下水道会計の事業
の規模に対する資金不足額の
割合

※１　増減の▲表示は、前年度より数値が良化したことを示します
※２　早期健全化団体基準値・・・この値を超えると「イエローカード」です
※３　財政再生団体基準値・・・この値を超えると「レッドカード」です

耐震工事前

浮孔小学校体育館
耐震工事　
平成24年12月完成

◎
市
の
財
政
指
標
の
公
表

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
度
を
表

す
、健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表
が
法
律
に

よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。一
定
の
基
準

値
を
超
え
る
と
、財
政
が
危
機
的
な
状
態
で

あ
る「
早
期
健
全
化
団
体
」や「
財
政
再
生
団

体
」と
な
り
、国
、県
の
指
導
の
も
と
に
財
政

再
建
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
は
、一
般
会
計
、病
院
事
業
会
計
の
収

支
の
良
化
や
、市
債
の
元
利
償
還
金
の
減
少

な
ど
に
よ
り
全
て
の
指
標
に
お
い
て
、国
か
ら

示
さ
れ
た
基
準
値
を
下
回
る
と
と
も
に
、前

年
度
よ
り
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
以
降
も
、強
固
な
財
政
基
盤

の
確
立
と
、将
来
を
見
据
え
た
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。（
※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
。）

（単位：％）

大和高田市の財政の健全度についてお知らせします

〔
財
政
課　

内
線
２
１
５
〕

「
土
地
開
発
公
社
保
有
土
地
」

売
却
の
お
知
ら
せ

　

下
記
物
件
を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

却
し
ま
す
。

＊
現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
と
し
ま
す
。

◎
申
込
者
の
資
格
・
条
件

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

◎
参
加
申
込
期
間

　

11
月
11
日（
月
）
～
11
月
29
日（
金
）

　

午
前
9
時
～
午
後
５
時

※
土
曜
・
日
曜
日
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

◎
入
開
札
の
日
時
・
場
所

▽
と
き

　

12
月
6
日
（
金
）　

午
前
10
時
30
分
～

▽
と
こ
ろ

　

市
役
所　

別
棟
2
階　

会
議
室

〔
財
産
管
理
課　

内
線
２
１
６
〕

所　在　地 地積（㎡） 地目 用途地域

大和高田市大字田井54番 12 453.23 宅地
市街化調整区域

都市計画法第34条第 11号指定区域

4

942_11月縦.indd   5 2013/10/18   17:23:21



秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

平
成
25
年
度
　
防
火
標
語

『
消
す
ま
で
は
、

　
　
心
の
警
報
　

　
　
　
　
ON
の
ま
ま
』

　

11
月
9
日（
土
）～
15
日（
金
）ま
で
の
7

日
間
、全
国
一
斉
に
、秋
季
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た

め
、広
報
活
動
や
消
防
訓
練
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、

当
管
内
の
小
学
4
年
生
を
対
象
に
、児
童

防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
さ
れ
た
作
品
は
、11
月
6
日（
水
）

～
14
日（
木
）の
期
間
、オ
ー
ク
タ
ウ
ン
大

和
高
田
に
掲
示
し
ま
す
。

〔
高
田
消
防
署　

☎
25
・
０
１
１
９
〕

　
　

防
火
・
防
災
・
救
急
に
つ
い
て
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
、参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

11
月
17
日（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

▽
と
こ
ろ　

県
産
業
会
館
北
側
駐
車
場（
幸
町
２
ー
33
）

　
　
　
　
　

 

◇
内
容

　

ア
ク
ア
ボ
ー
ル
す
く
い
、ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
、水
消
火
器
体
験
、

　

子
供
消
防
体
験
、煙
体
験
、消
防
車
両
展
示(

消
防
車
・
救
急
車
・
支
援
車)

、

　

絶
叫
コ
ン
テ
ス
ト
、ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー　

な
ど

　
消
防
フ
ェ
ス
タ
へ
来
て
ね
！

〔
高
田
消
防
署　

☎
25
・
０
１
１
９
〕 （写真は、昨年の様子です）

法
務
大
臣表

彰

　

永
年
に
わ
た
っ
て
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
務
め
、国
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
と

自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
し

て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、法
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、今
後
ま
す
ま
す

の
御
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

軽
澤　

文
子
さ
ん

5
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◎女性の暴力に関する相談窓口　（相談無料、秘密は厳守します）
相談機関・窓口 相　談　日　時 電 話 番 号

市人権施策課
男女共同参画推進係

月～金曜日　
午前 8時 30分～午後 5時 15分
※祝日、年末年始を除く

22-1101
（内線 287）

奈良県高田こども
家庭相談センター

（電話相談）月～金曜日
午前 9時～午後 4時 30分
※祝日、年末年始を除く

22-6079

奈良県中央こども
家庭相談センター

（電話相談）月～金曜日
午前 9時～午後 8時
※祝日、年末年始を除く

0742-22-4083

奈良県女性センター

（電話相談）
・火～金曜日：午前 9時 30分～午後 6時
・土曜日：午前 9時 30分～午後 8時
・日曜日・祝日：午前 9時 30分～午後 5時
※月曜日が祝日の場合の直後の平日、年末年始を除く

0742-22-1240

★緊急時は、110番通報してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔人権施策課　内線287〕

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

女性に対する暴力防止
パープルリボン運動

11
月
12
日
～
25
日

　

11
月
25
日
は「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤

廃
国
際
日
」で
す
。そ
の
日
に
ち
な
み
、我

が
国
で
も
11
月
12
日
～
25
日
の
間
、「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」が
展
開

さ
れ
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、性
犯

罪
、売
買
春
、人
身
取
引
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、女
性
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の

機
会
に
、女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

本誌10月号の訂正とお詫び

「お知らせ版」4ページに掲載した、
「2013（平成25）年度人権教育地区別
懇談会」で、浮孔西校区の日程が11月
19日㈫となっていましたが、正しくは
11月20日㈬です。訂正して、お詫びし
ます。

　

写
真
中
央
に
紅
白
の
幕
が
見
え

ま
す
。
お
祝
い
の
会
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

　

答
え
は
、
う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で

す
。

市
営
斎
場
の一
部

が
使
え
ま
せ
ん

　

改
修
工
事
に
よ
り
、
左
記

の
期
間
中
、
2
階
和
室
と
3

階
葬
祭
場
が
使
用
で
き
ま
せ

ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
階
霊
安
室
、
火

葬
業
務
は
使
用
で
き
ま
す
。

▽
期
間

　

11
月
19
日
（
火
）

　
　

午
後
4
時
か
ら

　

11
月
27
日
（
水
）

　
　

午
後
5
時
ま
で

　
〔
環
境
衛
生
課

 

内
線
２
８
１
〕
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2
か
月
前
に
購
入
し
た
防
犯
ブ

ザ
ー
の
ボ
タ
ン
電
池
が
、
自
宅
で

破
裂
し
た
。
防
犯
ブ
ザ
ー
を
使
用

し
な
い
時
は
、
電
池
を
は
ず
し
机

の
上
の
箱
の
中
に
入
れ
て
い
た
が
、

電
池
の
裏
ぶ
た
が
吹
っ
飛
び
、
鉄

粉
状
の
砂
の
よ
う
な
も
の
が
周
辺

に
散
ら
ば
っ
た
。
幸
い
離
れ
た
場

所
だ
っ
た
の
で
、
け
が
が
な
か
っ
た

が
、
も
し
近
く
に
幼
児
が
い
た
ら

と
思
う
と
心
配
だ
。

　

60
歳
代　

女
性

　　

地
元
の
消
防
署
に
相
談
し
、
現

場
に
行
っ
て
確
認
し
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、「
ボ
タ
ン
電
池
の
保
管
場

所
が
、
机
の
上
の
紙
製
の
箱
の
中

に
あ
り
、
中
に
は
ヘ
ア
ピ
ン
や
針
な

ど
金
属
製
の
小
物
が
混
在
し
て
い

た
た
め
、
そ
れ
ら
と
接
触
し
、
膨

張
、
シ
ョ
ー
ト
し
た
も
の
と
思
え
る
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
残
り
の
分
も

シ
ョ
ー
ト
寸
前
で
あ
っ
た
、
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
電
池
は
、
ネ
ッ

ク
レ
ス
や
ヘ
ア
ピ
ン
、
コ
イ
ン
、
鍵
な

ど
金
属
製
品
と
一
緒
に
持
ち
運
ん

だ
り
、
保
管
し
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
金
属
は
電
気
を
流
す
た

め
、電
池
の（
＋
）と（
－
）が
シ
ョ
ー

ト
し
て
大
き
な
電
流
が
流
れ
、
発

熱
、
破
裂
、
発
火
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電
池
の
端
子

は
金
属
製
で
あ
り
、
ボ
タ
ン
電
池
、

コ
イ
ン
電
池
は
、
ほ
ぼ
全
面
金
属

で
す
。
廃
棄
す
る
時
な
ど
、
複
数

の
電
池
を
一
緒
に
す
る
時
は
、
電

池
同
士
が
接
触
し
て
シ
ョ
ー
ト
し
な

い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
池
の

端
子
部
分
を
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
な

ど
を
貼
り
、
絶
縁
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
池
の
使
い
方
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
誤
っ
て
使
え
ば
発
熱
、

破
裂
、
発
火
、
液
も
れ
な
ど
に
つ

な
が
り
危
険
で
す
。

⑴�

電
池
や
機
器
に
は
、（
＋
）
と

（
－
）
の
表
示
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
に
従
っ
て
、
常
に
正
し
い
方
向

に
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵�

異
な
る
種
類
・
銘
柄
の
電
池
、

新
旧
電
池
を
、
混
ぜ
て
使
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

相
談
事
例

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

破裂した
防犯ブザーの
ボタン電池

　

そ
れ
に
し
て
も
随
分
と
重
宝
な

も
の
で
し
た
、
私
も
し
ば
ら
く
の

間
２
階
の一
室
を
借
り
う
け
陶
芸
教

室
を
開
い
て
い
ま
し
た
、
文
化
協
会

の
芸
能
名
人
会
・
い
け
ば
な
展
・
創

作
展
等
々
大
い
に
利
用
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

埋
立
て
で
残
っ
た
北
半
分
の
池
に

水
上
鐘し

ょ
う
ろ
う
樓
が
建
て
ら
れ
、
大
日
本

紡
績
高
田
工
場
へ
福
島
紡
績
か
ら

持
ち
込
ま
れ
て
い
た
梵
ぼ
ん
し
ょ
う鐘が
つ
る
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
平
成
８

年
文
化
会
館
建
設
に
伴
い
、
日
之

出
町
の
六
反
田
池
に
移
転
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、
長
い
年
月
に
は

色
々
あ
り
ま
す
ね
。

さ
て
馬
冷
池
の
様
相
を
一
変
さ
せ
た

の
は
、
平
成
８
年
「
文
化
会
館
の

建
設
に
伴
う
公
園
整
備
事
業
」
で

す
。

　

第
九
代
松
田
利
治
市
長
就
任
間

も
な
い
事
業
で
し
た
、
事
業
内
容

は
、
公
設
市
場
の
立
ち
退
き
・
池

の
埋
立
て
・
会
館
の
建
設
・
公
園

整
備
緑
化
等
々
百
億
に
お
よ
ぶ
大

事
業
で
し
た
、
池
の
掘
り
起
こ
し
・

埋
立
て
の
都
度
、
地
表
に
露
出
す

る
昭
和
初
期
に
造
ら
れ
た
石
垣
に

は
、
歴
史
と
郷
愁
を
覚
え
ま
し
た
。

　

中
で
も
難
し
い
の
は
、
公
設
市

場
住
民
の
立
ち
退
き
問
題
で
す
、

条
件
闘
争
の
毎
日
で
す
、
後
は
ア
ー

ケ
ー
ド
の
撤
去
と
、
金
の
か
か
る
問

題
ば
か
り
で
市
側
の
適
切
な
対
応

に
よ
り
よ
う
や
く
解
決
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
思
う
と
立
ち

退
き
は
、
あ
の
時
期
し
か
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
、
若
し
立
ち
退
き
が

無
か
っ
た
と
し
た
ら
今
ご
ろ
は
入
居

者
も
高
齢
化
し
、
不
況
下
で
営
業

も
意
の
ま
ま
に
な
ら
ず
、
廃
業
に
つ

ぐ
廃
業
で
全
く
の
シ
ャッ
タ
ー
通
り
、

い
や
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
し
、
防
火
・

防
犯
の
面
で
も
心
配
の
種
、
思
う

だ
け
で
も
ぞ
っ
と
し
ま
す
。

　

昭
和
の
初
め
公
園
整
備
の
際
植

樹
さ
れ
た
藤
、
藤
の
棚
と
し
て
平

成
８
年
ま
で
格
好
の
憩
い
の
場
と
し

て
市
民
に
親
し
ま
れ
、
花
期
に
は

尺
余
に
及
ぶ
立
派
な
花
房
を
垂
ら

し
、
人
の
目
を
い
や
し
て
く
れ
た
も

の
で
す
、
幹
の
直
径
は
30
セ
ン
チ
も

あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
会
館
建
設
に

際
し
他
所
へ
移
植
さ
れ
た
よ
う
で

す
が
、
今
何
処
で
花
を
咲
か
せ
て
い

る
の
か
、
気
に
な
り
ま
す
。
80
年

も
親
し
ん
だ
藤
だ
け
に
。

　
馬ば

冷れ
い

池い
け

の
今い

ま
む
か
し昔
⑺ 大和高田語りべ：上嶋　丈夫さん

　上嶋丈夫さんは、市内に住んで 89 年。自身が見てきた
高田の歴史を、文章に書きとどめています。
　今回、その一部を、本誌に掲載させていただくことになり
ました。

写真中央に水上鐘
しょうろう

楼が見えます
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申し込んだ覚えのない健康食品を送りつける相談に、新し
い手口が広がっている。

どんな手口なんですか？

商品と一緒に、消費者の名前と住所が書かれた現金書留
封筒が入っているみたいなんだ。

自分が注文したと錯覚しそうですね。

その後で電話をしてきて、脅すような口調で、その封筒に
お金を入れて、返送するよう指示するらしい。

購入するつもりがないのなら、はっきりと断るこ
とですよね！

まずは、身に覚えのない荷物が届いたら、配送業者に「受
け取りません」と伝えよう。例え承諾してしまっても、クーリ
ングオフができるから、落ち着いて対処しようね。

健康食品送りつけ商法の新手口
教えて！
最新情報

⑶�

電
池
を
分
解
、
改
造
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

⑷�

電
池
を
、
変
形
さ
せ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

⑸�

電
池
を
、
乳
幼
児
の
そ
ば
に
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑹�

機
器
を
長
い
間
使
用
し
な
い
時

は
、
電
池
を
取
り
出
し
て
く
だ

さ
い
。

⑺�

電
池
の
液
が
皮
膚
や
衣
服
に
つ

い
た
ら
、
水
で
流
し
て
く
だ
さ

い
。
万
一
目
に
入
っ
た
と
き
は
、

多
量
の
き
れ
い
な
水
で
流
し
、

医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

⑻�

電
池
は
、
直
射
日
光
、
高
温

多
湿
な
場
所
を
避
け
て
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

⑼�

外
装
ラ
ベ
ル
や
チ
ュ
ー
ブ
を
、
は

が
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑽�

電
池
は
、
使
用
推
奨
期
限
内

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆�

右
記
の
内
容
は
、
一
般
社
団
法

人
電
池
工
業
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
引
用
し
ま
し
た
。

● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時   ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所  ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

　
人
気
絵
本
「
フ
ン
ガ
く
ん
シ
リ
ー
ズ
」
の

最
新
作
が
久
々
に
登
場
！
ち
ょ
っ
ぴ
り
わ
が

ま
ま
な
フ

ン
ガ
く
ん

の
日
常
を

ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り

に
描
い
て

い
る
絵
本

で
す
。

国
松
エ
リ
カ
作　

小
学
館

　
『
お
さ
わ
が
せ
フ
ン
ガ
く
ん
』

11月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
か
ぜ
フ
ー
ホ
ッ
ホ
』三

宮
麻
由
子 

作
・
斉
藤
俊
行 

絵
／
福
音
館
書
店

『
ん
』

長
田
弘 

作
・
山
村
浩
二 

絵
／
講
談
社

『
ジ
ャ
ン
ピ
ン
ラ
イ
ブ
!!!　

―
オ
ン
ザ
ス
ト
リ
ー
ト
―
』

開
隆
人 

作
／
そ
う
え
ん
社

『
野
菜
の
小
鉢
１
０
０　

―
１
品
足
す
だ
け
で
栄
養
力
ア
ッ
プ
！
―
』

主
婦
の
友
社
編
／
主
婦
の
友
社

『
よ
く
咲
く
鉢
バ
ラ
の
育
て
方
』

鈴
木
満
男 

監
修
・
主
婦
の
友
社 

編
／
主
婦
の
友
社

『
水
色
の
娼
婦
』

西
木
正
明 

著
／
文
藝
春
秋

◎おはなし会
かい

▽とき　11月9日㈯ ごぜん10じ30ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい
 
  ● おはなし	  『お月

つき

さまの話
はなし

』

  ● 絵
え

本
ほん

	  『よくばりすぎたねこ』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　11月23日㈯ ごぜん10じ30ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい

  ● 絵
え

本
ほん

	  『みんなでんしゃ』

  ● 絵
え

本
ほん

	  『はらぺこあおむし』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

11月の新着図書

◎
気
が
つ
け
ば
…
。

　
〈
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
〉っ
て
知
っ

て
い
ま
す
か
？
英
国
生
ま
れ
の
活

動
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵

本
を
介
し
て
、
心
に
安
ら
ぎ
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
共
に
絵
本
を
手
渡
す
運
動
で

す
。
当
市
で
は
２
０
０
３
年
（
平

成
15
年
）
8
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
回
は
、〈
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
〉

に
関
す
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

『
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
を
ひ
ら
い
た
ら
』

（
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
編
著
／
岩
波
書
店
）

　

英
国
生
ま
れ
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
が
、
日
本
で
ど
の
よ
う
に
発
展

し
て
き
た
か
、
事
例
と
と
も
に
紹

介
し
て
い
る
本
で
す
。

『
お
た
ん
じ
ょ
う
び　

改
訂
版
』

（
ま
つ
い
の
り
こ
作
／
偕
成
社
）

　

ト
ラ
ッ
ク
が
素
敵
な
食
べ
物
を

次
か
ら
次
へ
と
運
び
ま
す
。
絵
が

大
き
く
ハ
ッ
キ
リ
と
描
か
れ
て
い

て
、
字
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
話
を

い
ろ
い
ろ
作
っ
て
楽
し
め
る
絵
本

で
す
。

『
ね
ぇ
あ
そ
ぼ
』

（
ま
ど
み
ち
お
作
・
ま
し
ま
せ
つ
こ
絵

　

／
こ
ぐ
ま
社
）

　

こ
ど
も
た
ち
の
「
遊
ん
で
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
を
優
し
く
描
い

て
あ
り
ま
す
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

ご
と
に
心
が
和
ん
で
い
く
よ
う
な

絵
本
で
す
。

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕
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市
民
の
た
め
の「
病
院
行
事
」

　

皆
さ
ん
は
、病
院
の
ス
タ
ッ
フ

は
暇
そ
う
だ
な
と
、思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

全
く
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の

で
す
よ
。市
立
病
院
で
は
、市
民

を
対
象
と
し
た
様
々
な
行
事
が

行
わ
れ
て
い
て
、そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、病
院
ス
タ
ッ
フ
の
患
者
さ
ん

の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
、日
ご
ろ
の
仕
事
の
合
間
を

縫
っ
て
、実
施
し
て
い
ま
す
。

　

個
々
の
催
し
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、い
ず
れ
こ
の「
い
ま
、市
立
病

院
で
は
」で
取
り
上
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、今
回
は
、病
院
行

事
全
般
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、前
年
度
中
に
、翌
年
の

年
次
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
す
。病

院
行
事
は
、内
容
に
よ
っ
て
は
平

日
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、必
然
的
に
病
院
業
務
の
な
い

土
曜
日
な
ど
に
、開
催
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
す
。

　

会
場
は
、病
院
内
、ま
た
は
、さ

ざ
ん
か
ホ
ー
ル
な
ど
の
、公
共
施

設
を
利
用
し
て
、で
き
る
だ
け
費

用
の
か
か
ら
な
い
開
催
方
法
を

検
討
し
、実
施
し
て
い
ま
す
。

　

簡
単
に
、ど
の
よ
う
な
行
事
が

あ
る
の
か
紹
介
し
ま
す
。「
糖
尿

病
教
室
」は
、２
か
月
毎
に
開
催

し
、糖
尿
病
患
者
さ
ん
と
そ
の
家

族
、糖
尿
病
予
備
軍
の
人
が
対

象
で
す
。続
い
て
、乳
が
ん
患
者

さ
ん
の
集
い「
さ
く
ら
の
会
」を

年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。毎
回

80
人
余
り
の
患
者
さ
ん
が
集
ま

り
、乳
が
ん
に
つ
い
て
勉
強
し
た

り
、お
互
い
に
励
ま
し
合
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。こ
の
会
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
協
力
の
お
か

げ
も
あ
り
、10
年
以
上
も
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、オ
ス
ト
メ
イ
ト

サ
ロ
ン「
そ
よ
か
ぜ
」は
、人
工
肛

門
や
人
工
膀
胱
を
造
設
し
た
患

者
さ
ん
を
対
象
に
、年
２
回
開
催

し
て
い
ま
す
。多
く
の
経
験
談
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、と
て
も
勉
強

に
な
る
だ
け
で
な
く
、勇
気
が
湧

い
て
く
る
よ
う
な
会
で
す
。さ
ら

に
、「
健
康
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
」

が
昨
年
よ
り
、年
１
回
行
事
と
し

て
、新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。病

院
内
に
老
若
男
女
、非
常
に
多
く

の
市
民
が
集
ま
る
、ま
さ
に
お
祭

り
の
よ
う
な
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
の
他
に
も
、「
健
康
相
談
」

「
中
和
の
が
ん
撲
滅
を
目
指
す

会
」「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」な
ど
、い
ず

れ
も
参
加
者
か
ら
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
る
行
事
が
沢
山
あ
り
ま

す
。

　

私
と
し
て
は
、病
院
行
事
を

行
う
う
え
で
最
も
大
切
な
こ
と

は
、主
催
者
が
参
加
者
と
共
に
楽

し
む
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
だ
と
、

考
え
て
い
ま
す
。従
っ
て
、内
容
が

「
が
ん
」の
よ
う
に
深
刻
な
病
気

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て

も
、参
加
者
と
一
緒
に
、前
向
き
に

明
る
い
気
持
ち
で
過
ご
す
こ
と

を
、心
掛
け
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
、皆
さ
ん
が
、積
極
的
に
行
事

に
参
加
し
、市
立
病
院
を
応
援
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
地
域
医
療
推
進
員
会
委
員
長

岡
村
隆
仁
】

「
閉
じ
こ
も
り
」
に
ご
用
心

　

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
活
動
的
に
生
活

し
て
い
ま
す
か
。

　

寒
い
か
ら
と
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
人
は
、
運
動
機
能
の
低
下
や
低
栄
養
状

態
、
認
知
症
な
ど
を
発
症
す
る
危
険
性
が
高
く
、
要
介
護
状

態
に
な
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
閉
じ
こ
も
り
」
と
は
、
寝
た
き
り
な
ど
で
は
な
い
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
１
日
の
ほ
と
ん
ど
を
自
宅
で
過
ご
す
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
週
に
１
回
も
外
出
し
な
い
よ

う
な
場
合
に
、「
閉
じ
こ
も
り
」
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活
を
し
て
い
る
と
運
動
機
能
の
低

下
、
低
栄
養
状
態
、
口
腔
機
能
の
低
下
、
認
知
症
、
う
つ
病
と

い
っ
た
、
他
の
要
介
護
状
態
の
危
険
因
子
が
、
あ
わ
せ
て
出
現

す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
近
年

の
調
査
か
ら
は
、
閉
じ
こ
も
り
の
人
の
う
ち
１
割
以
上
の
人
が
、

１
年
後
に
は
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
り
、
健
康
被
害
が
出
て
い

る
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
日
中
の
過
ご
し
方
を
、
思
い
浮
か
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。
ど
こ
で
過
ご
す
時
間
が
長
い
で
す
か
。
も
し
も
自
室
で
過

ご
す
時
間
が
長
い
よ
う
な
ら
、
掃
除
や
料
理
な
ど
、
家
庭
で
の

9



聞
く
こ
と
が
で
き
、と
て
も
勉
強

に
な
る
だ
け
で
な
く
、勇
気
が
湧

い
て
く
る
よ
う
な
会
で
す
。さ
ら

に
、「
健
康
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
」

が
昨
年
よ
り
、年
１
回
行
事
と
し

て
、新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。病

院
内
に
老
若
男
女
、非
常
に
多
く

の
市
民
が
集
ま
る
、ま
さ
に
お
祭

り
の
よ
う
な
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
の
他
に
も
、「
健
康
相
談
」

「
中
和
の
が
ん
撲
滅
を
目
指
す

会
」「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」な
ど
、い
ず

れ
も
参
加
者
か
ら
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
る
行
事
が
沢
山
あ
り
ま

す
。

　

私
と
し
て
は
、病
院
行
事
を

行
う
う
え
で
最
も
大
切
な
こ
と

は
、主
催
者
が
参
加
者
と
共
に
楽

し
む
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
だ
と
、

考
え
て
い
ま
す
。従
っ
て
、内
容
が

「
が
ん
」の
よ
う
に
深
刻
な
病
気

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て

も
、参
加
者
と
一
緒
に
、前
向
き
に

明
る
い
気
持
ち
で
過
ご
す
こ
と

を
、心
掛
け
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
、皆
さ
ん
が
、積
極
的
に
行
事

に
参
加
し
、市
立
病
院
を
応
援
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
地
域
医
療
推
進
員
会
委
員
長

岡
村
隆
仁
】

楽
し
み
に
し
て
い
た
雪

128

　

2
0
1
2
年
2
月
、沖
縄
県
那

覇
市
で
、子
ど
も
向
け
の
雪
遊
び

イ
ベ
ン
ト
が
、突
然
中
止
さ
れ
る

と
い
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

那
覇
市
で
は
、1
9
9
5
年
か

ら
毎
年
、海
上
自
衛
隊
と
協
力
し

「
雪
の
降
ら
な
い
沖
縄
の
子
ど
も

た
ち
に
雪
と
触
れ
合
う
機
会
を
」

と
、雪
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

海
上
自
衛
隊
第
五
航
空
群
が
訓

練
先
の
青
森
県
で
雪
を
集
め
、飛

行
機
で
沖
縄
の
児
童
館
へ
運
び
込

み
、雪
の
降
ら
な
い
沖
縄
の
子
ど

も
た
ち
に
雪
と
ふ
れ
あ
う
体
験
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、子
ど
も
た
ち
も
楽

し
み
に
し
て
い
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

が
、突
然
中
止
さ
れ
た
の
で
す
。

　
「
青
森
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
雪

に
は
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
、被

ば
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
」と
い

う
、一部
の
大
人
た
ち
の
、い
わ
れ
な

き
声
に
よ
る
中
止
で
し
た
。

　

持
ち
込
ま
れ
た
雪
は
、飛
行
機

へ
の
搬
入・搬
出
の
際
に
は
自
衛
隊

員
に
よ
り
放
射
線
量
の
測
定
が
行

わ
れ
て
、全
く
問
題
の
な
い
数
値

で
し
た
。

　

雪
に
疑
い
を
持
っ
た
人
た
ち
は
、

も
と
も
と
那
覇
に
住
ん
で
い
た
市

民
で
は
な
く
、東
日
本
大
震
災
が

起
こ
っ
て
か
ら
、東
京
や
神
奈
川
か

ら
自
主
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
で

し
た
。

　

科
学
的
な
数
値
や
事
実
よ
り

も
、う
わ
さ
話
や
イ
メ
ー
ジ
が
先

行
し
た
風
評
被
害
は
、被
災
地
や

そ
の
付
近
の
農
家
や
漁
業
関
係
者

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。

　

国
か
ら
の
出
荷
制
限
を
受
け
て

い
な
い
農
作
物
や
漁
獲
物
ま
で
も

が
、汚
染
さ
れ
て
い
る
と
疑
わ
れ
、

店
頭
に
並
ば
な
か
っ
た
り
、手
を
伸

ば
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
一方
、雪
遊
び
イ
ベ
ン
ト
を
中
止

し
た
那
覇
市
に
は「
風
評
被
害
に

つ
な
が
る
市
の
対
応
は
、お
か
し

い
」と
、イ
ベ
ン
ト
開
催
を
求
め
る

電
話
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
局
、那
覇
市
は
再
度
検
討
し
、

雪
遊
び
を
、市
内
の
学
童
保
育
施

設
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
て
初
め
て
雪
に
ふ
れ
る

子
も
い
て
、雪
を
手
に
し
た
子
ど
も

た
ち
に
、笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

風
評
被
害
や
、差
別
問
題
は
、一人

一人
の
意
識
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

情
報
網
の
発
達
し
た
今
、誤
っ

た
情
報
や
先
入
観
に
惑
わ
さ
れ
る

こ
と
な
く
、正
し
い
情
報
に
基
づ

き
、事
実
を
正
し
く
認
識
す
る
こ

と
が
、大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕

自
分
の
役
割
を
増
や

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
買
い
物
や

散
歩
な
ど
外
へ
出
る

時
間
を
作
っ
て
み
る
、

地
域
の
行
事
に
参
加

し
て
み
る
な
ど
、
少

し
ず
つ
生
活
空
間

を
、
自
室
の
中
か
ら

家
の
中
、
家
の
外
、

地
域
へ
と
広
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
が
生
活
全
般
を
活
性
化
し
、
心
身

の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次
の
10
の
ヒ

ン
ト
を
毎
日
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
、
活
動
的
な
毎
日
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

１
．
規
則
正
し
い
生
活
の
リ
ズ
ム
を
持
ち
ま
し
ょ
う

２
．
１
日
30
分
以
上
、
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

３
．
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
、
健
康
管
理
の
基
本
で
す

４
．
心
の
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う

５
．
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
自
分
で
し
ま
し
ょ
う

６
．
積
極
的
に
、
自
宅
か
ら
外
へ
出
て
み
ま
し
ょ
う

７
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

８
．
趣
味
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

９
．
安
全
・
安
心
な
住
ま
い
づ
く
り
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

10
．
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
を
、
利
用
し
ま
し
ょ
う

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
5
5
8・5
8
8
〕

死亡
7.7%

要介護状態
9.6%

死亡
7.7%

閉じこもりの人の１年後

自立できた
25%

閉じこもったまま
57.7%

要介護状態
9.6%

厚生省科学研究費補助金・長寿科学研究（平成９～ 10 年）より
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クリーンセンターだより
「使用済み小型家電」のリサイクルにご協力ください。
　平成 25 年 4 月に「使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律（小型家電リサイクル法）」
が施行され、環境省が公募を行った「平成 25 年度 小型電子機器等リサイクルシステム構築実証事業」
に、本市が採択されました。この構築実証事業の参加により、11 月から使用済み小型家電回収ボック
スを各公共施設 6 か所に設置します。

　携帯電話やデジタルカメラなどの小型家電には、レアメタルなど多くの有用金属が含まれてい
ます。こうした有用金属を有効に再資源化するため、回収にご協力ください。
※レアメタルとは・・・�地球上の存在量が稀であるか、技術的・経済的な理由で抽出困難な金属のうち、

工業需要が現に存在する（今後見込まれる）ため、安定供給の確保が政策的にも
重要であるもの

回収できる小型家電
　「小型家電リサイクル法施行令」に示す品目のうち、特に有用金属を多く含む電子機器を中
心とした 9 品目。
　�（携帯電話、デジタルカメラ、小型ビデオカメラ、携帯ゲーム機、携帯音楽プレーヤ、電子辞書、

IC レコーダー、USB メモリ・PC メモリ）

回収ボックス設置場所
　市役所、体育館、市立中央公民館、総合運動公園、総合福祉会館（ゆうゆうセンター）、 
葛城コミュニティセンター
　※市役所は、平成 25 年 6 月に設置済みです。

［回収ボックス投入時のご注意］

◦回収できるサイズは、投入口に入る物です。
◦一度投入した物は、取り出すことが出来ません。
◦�携帯電話など、個人情報が記録されている物は、必ずデータを消去して

ください。
◦ゴミや異物など、対象小型家電以外の物は、絶対に入れないでください。

古新聞は、大和高田市の車で収集しています
　市の収集日に出された新聞は、大和高田市の公用車で収集しています。
古新聞は、水曜日（新聞、蛍光灯、乾電池と同時に回収する日）に出すと、
収集時間帯が早くなり、抜き取り防止効果も期待できます。
　皆さんのご理解とご協力を、お願いします。

〔クリーンセンター企画整備課　☎ 52-1600〕

クリーンセンターだより
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市長を表敬訪問

市役所で出迎えをうけ
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Colleen（コリーン）さん
は、毎年リズモー市が派遣
する学生を引率し、大和高
田市を訪れています。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ

　9 月 21 日から 10 月５日まで、私は、リズモー市学生と夫のリックの５人で、大和高田市を訪問し
ました。大和高田・リズモー都市友好協会の人たちが、歓迎の横断幕で、出迎えてくれました。
　陵西小学校を訪問し、小学生の歌を聞いたり、一緒に給食もたべました。さよならパーティーでは、
８月にリズモー市に訪ずれた５人の学生と、再会しました。　ホストファミリーと過ごした２週間は、あっという間でした。

　Exchange students from Lismore and my husband Ric, and myself visited Yamato 
Takada 21 September to 5 October.　People from Yamato Takada and Lismore Sister City Association warmly welcomed 
us at city office with lovely welcome banner.　We visited Okanishi Elementary School in city and enjoyed children’s beautiful 
singing and had school lunch with them.　At SAYONARA party, we had a chance to see five exchange students from Yamato 
Takada whom visited us in August.　Time must flying, two weeks with host families went so fast.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英文は、原文のとおりです）
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陵西小学校を訪問

ホストファミリーと、別れのときが・・・

さよならパーティーで

関西国際空港に到着

市長を表敬訪問

市役所で出迎えをうけ
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